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江戸川区は、誰もが安心して自分らしく暮らせる共生社会の実現に向けてSDGsに積極的に取り組んでいます。
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防災ボランティアで活躍中！
「NPO法人 手をとりあってつなぐ命」の石井 修一さんにインタビュー

防災ボランティアで活躍中！
「NPO法人 手をとりあってつなぐ命」の石井 修一さんにインタビュー

1 ボランティアを始めたきっかけ
　きっかけは25歳から32年間続けていました江戸川消防団に参加したことです。　
　もともと親の代から地元江戸川区の出身で、地域の方から声をかけられて始めました。消防団が
実施する歳末夜間警戒活動にも毎年参加していました。
　それと町会活動も40年以上やっていて、町会の交通部が始まりだったのですが、現在は谷河内南
町会の町会長です。令和5年に町会員の命と生活を守ることを目的に「地区防災計画」を作成し、東
京消防庁から「地域の防火防災功労賞」を受賞しましたことも感慨深いです。
　50歳まで会社勤めをしていましたが、会社では危機管理の部門にいて、防災・防火・防犯に
関わったことで防火管理者等多くの関連の資格を取りました。その経験が今の「防災士」の資格を
とる礎になったのかもしれません。そのころから「命が一番大切」という観点から色々なボランティ
ア活動を行っています。

2 「NPO法人 手をとりあってつなぐ命」の活動
　平成18年に江戸川区内の仲間に声をかけて日本防災士会江戸川支部を立ち上げました。また
平成24年には法人化して、「NPO法人 手をとりあってつなぐ命」を仲間と一緒に立ち上げ地域の
安全を目指す団体として活動を続けています。現在事務局長を務めています。
　平成18年に共育プラザで開催された江戸川区主催の「第1回中高生防災サミット」に日本防災士
会江戸川支部として参加しました。「中高生が主体的に地域活動に参加し防災への取り組みを宣言
する」という活動のお手伝いです。この共育プラザの活動は「10代の挑戦」として現在も受け継がれ
ています。

3 その他の活動
　ボランティアフェスティバルには平成13年の第1回から日本防災士会江戸川支部として参加し、
その後「NPO法人 手をとりあってつなぐ命」として、引き続き参加しています。今まで実行委員とし
て関わっていますが、昨年一昨年と実行委員長として、実行委員の皆さんの協力で盛大に開催する
ことができました。今年は実行委員として式典の司会を務める予定です。
　他にも民生・児童委員は12年間続けていました。また、人権擁護委員は現在も務めています。
そして、令和4年には人命救助で葛西消防署長から感謝状をいただきました。

4 今後に向けて
　私はボランティア活動にはゴールはないと思っています。駅伝のようにどんどん次の担い手に
引き継いでいくことが重要ではないかと考えています。“大変だよ”と引き継ぐのではなく、“こう
いうところが楽しいよ”と引き継いでいきたいです。
　また、ボランティア活動はお互いの情報交換と共有が大切です。皆さんと一緒に活動しながら、
私が活動できるうちに若い担い手を育成することも大切なことだと考えています。
　皆さん、一緒にボランティア活動を楽しみましょう。

石井修一さん
（ボランティアセンターで）

区長とともに
（フェスティバルで）

ボランティアフェスティバルでのあいさつ

人命救助で消防署から感謝状
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℡03-5662-7671（公財）えどがわボランティアセンターこのページのお問い合せ先

　令和6年12月7日に開催する「えどがわボランティアフェスティバル」に“ボランティア活動メンバー募集掲示板”
と“ギャラリー”の２つのコーナーを新たに設置します。
　“ボランティア活動メンバー募集掲示板”は各ボランティア団体がメンバー募集の周知をするためのスペース
です。既定の「ボランティア活動メンバー募集票」または各団体が作成したチラシを掲示します。
　“ギャラリー”は各ボランティア団体の活動を来場の方へ周知するためのスペースです。模造紙等で作成した
各団体の紹介情報を掲示します。｠
　上記２つのコーナーに掲示を希望する団体は申し込み方法等を当センターＨＰで確認のうえ、11月29日まで
にお申し込みください。
＜申し込み先及び問い合わせ＞
「2024 えどがわボランティアフェスティバル実行委員会事務局」
（松島1-38-1　グリーンパレス1階　えどがわボランティアセンター内）　電話：03-5662-7671

　令和6年10月13日（日）9：00～16：00まで、会場の都立篠崎公園内の「好奇心のひろば」（ボランティア
コーナー）に出展します。
　毎年、大好評の“風船づくりのコーナー”では、ボランティアの皆さんが、剣、プードルなどを作ってくれます。
また、ボランティアによる手話の体験もできます。自分の名前や住所を手話で表現してみましょう。
　皆さん是非お立ち寄りください。

ボランティア団体登録数

（令和6年8月末現在）

登録団体数：168団体
登録人数：3,689人

ボランティアの振興に、有効に使わせていただきます

●使用済み切手  受領：34件/14.0Kg

7月・8月分

ココ

江戸川区おまつりキャラクター

ハッピィ

風船づくりコーナー

手話体験コーナー

2024 えどがわボランティアフェスティバルで
新コーナーを設置します!!
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都立白鷺特別支援学校同窓会
１　内　容 … 同窓会総会（アトラクションあり）受付、会場誘導などの運営の手伝い（準備、片付け含む）
２　日　時 … 11月17日（日）9時15分～12時30分（集合9時00分）
３　場　所 … 白鷺特別支援学校体育館（東小松川4-50-1）
４　交通手段 … 都営地下鉄新宿線「船堀駅」より徒歩10分、

東京メトロ東西線西葛西駅より都バス新小21「新小岩駅」行き「松江第一中学校前」下車、
葛西駅より都バス錦25「錦糸町駅」行き
「松江第一中学校前」下車

5　交通費 … 実費支給（1,000円まで）
６　昼　食 … 支給なし　
７　持ち物 … 室内シューズ
８　連絡先 … 090-7201-9255　担当：亀山

地域活動支援センターえどがわ
「地域活動支援センターえどがわ」は、精神障がいがある方を中心に、
広くどなたに対しても生活相談、支援、地域交流を行っている施設です。

１　内　容 … 利用者の方との交流・話相手・プログラムの補助
２　日　時 … 火曜日～土曜日（10：00～17：30）の間で随時

※不定期、単発、短時間でも歓迎です
3　交通手段 … 都営バス新小21系統・新小22系統

「江戸川高校前」下車徒歩1分
（住所：松島3-46-10  かとりコーポ101）

４　交通費・食事 … 支給なし
5　連絡先 … 03-5879-6744　（担当：志村、窪田）

MOA美術館江戸川区児童作品展
１　内　容 … ＭＯＡ美術館江戸川区児童作品展における絵画・書写作品の展示及び撤収作業
２　日　時 … 展示作業＝令和6年11月23日（土）9時から12時、

撤収作業＝令和6年11月24日（日）14時から16時　
※いずれか1日の参加も可能

３　場　所 … タワーホール船堀1階展示ホール（船堀4-1-1）
4　交通手段 … 都営新宿線船堀駅から徒歩1分
５　募集人数 … 各日10名（10歳から60歳まで）
６　交通費・食事 … 支給なし
７　服　装 …  動きやすい服装
８　募集締切 … 令和6年10月31日（木）
９　申込方法 … 電話での申込み
10　連絡先 … 03-5243-5296　担当：國歳（くにとし）

ボランティアさん募集情報 　募集情報の掲載を希望される施設や団体の方は、
ボランティアセンターまでご連絡ください。
TEL 03-5662-7671／FAX 03-3653-0740
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「夏まつり」 かき氷づくりでボランティア「夏まつり」 かき氷づくりでボランティア

　8月3日（土）に特別養護老人ホーム「アゼリー
江戸川」（本一色2丁目）で“夏まつり”が開催
されました。外のテントでは模擬店が、室内では
盆踊りが開催されて、斉藤区長も来場し、あい
さつがありました。
　江戸川区福祉ボランティア団体協議会から
も8団体、9名のボランティアが参加しました。
　当日はかき氷と手作りの品を販売しました。
　皆さんで楽しい一日を過ごしました。

　8月17日（土）にグリーンパレスで、江戸川区
福祉ボランティア団体協議会の主催によるボラ
ンティア入門講座「障がいを知ろう」が開催
され、６名が参加しました。
　先ず、視覚障がい者、車いす利用者の方がそれ
ぞれ講師として、日常生活で困っていること
や健常者にお願いしたいことをお話しした後、
パラスポーツのボッチャを体験しました。
　当日は皆さん真剣な表情ながらも、楽しそう
に受講していました。

「2024 夏のボランティア体験」を実施しました「2024 夏のボランティア体験」を実施しました

（左から） 山本さん、松浦さん、安成さん、吉崎さん、星谷さん、
相原さん、八角さん、髙橋さん （横内さんはカメラマン）

ボランティア入門講座 「障がいを知ろう」を開催しましたボランティア入門講座 「障がいを知ろう」を開催しました

ボランティア団体「布絵の会
」で夏ボラ体験 イベントでの夏ボラ体験

ボランティア団体「江戸川にほんごクラブ」での夏ボラ体験 特別養護老人ホーム「アゼリー江戸川」での夏ボラ体
験

講師による説明

パラスポーツボッチャ体験

　夏休み（7月20日～8月31日）を利用
して、ボランティア活動を体験する「夏
のボランティア体験」。今年も保育園や
図書館、高齢者・障害者などの施設、す
くすくスクール、ボランティア団体にご
協力いただき開催しました。
　昨年より120名増の延べ281名が
参加しました。今年度から新しい試み
として、施設やボランティア団体が企
画するイベントの準備や運営に携わ
るボランティア体験も加わりました。
ボランティアの中でも外部との関わり
も多く、感動を味わえたという感想も
ありました。
　様々な体験を通して「ボランティア」
への認識を深めるきっかけになった
ようです。


